
●

日
光
事
業
所
の
操
業
状
況

銅
条
事
業
部
門
は
、
昨
年
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
、
部
品
メ
ー
カ
ー
の
発
注
調
整

に
よ
り
、
昨
年
５
月
～
８
月
の
需
要

が
急
減
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
８
月

を
境
に
下
期
は
、
５
Ｇ
や
巣
ご
も
り

需
要
で
、
家
電
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

用
途
の
需
要
が
急
回
復
し
ま
し
た
。

復
活
し
た
中
国
需
要
や
北
米
の
在

庫
調
整
に
よ
り
、
今
年
度
に
入
り
、

自
動
車
、
民
需
と
も
に
増
々
需
要
が

旺
盛
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
光
の

生
産
能
力
を
超
え
る
需
要
に
対
し
て
、

受
注
制
限
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
４

千
ト
ン
超
え
の
月
も
あ
る
ほ
ど
、
今

年
一
杯
高
操
業
が
続
く
見
込
み
で
す
。

メ
モ
リ
ー
デ
ス
ク
は
、

昨
年
度
、
売
上
、
利
益

と
も
に
予
算
達
成
と
絶

好
調
な
１
年
で
し
た
。

今
年
初
め
は
低
調
で
し

た
が
、
７
月
か
ら
持
ち

直
し
、
厚
板
が
堅
調
で

数
量
を
伸
ば
し
て
い
ま

す
。

●

定
年
延
長
に
つ
い
て

当
社
は
、
従
業
員
の
定
年
を
、
２

０
２
１
年
度
よ
り
毎
年
１
歳
ず
つ
引

き
上
げ
、
２
０
２
５
年
度
に
６
５
歳

に
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

１
９
８
３
年
に
５
５
歳
か
ら
６
０

歳
定
年
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
以
来
、

実
に
３
８
年
振
り
の
改
定
に
な
り
ま

し
た
。

●

本
社
移
転
に
つ
い
て
、

電
工
本
社
は
、
７
月
１
９
日
に
東

京
駅
近
く
の
常
盤
橋
タ
ワ
ー
に
移
転

し
ま
し
た
。

常
盤
橋
タ
ワ
ー
は
、
こ
の
６
月
に

竣
工
し
た
三
菱
地
所
の
最
新
の
オ
フ

イ
ス
ビ
ル
で
あ
り
、
地
上
３
８
階
、

高
さ
２
１
２
ｍ
と
、
東
京
駅
周
辺
で

最
も
高
い
オ
フ
イ
ス
タ
ワ
ー
で
す
。

当
社
は
、
１
６
階
と
１
７
階
の
２
フ

ロ
ア
ー
を
占
め
、
個
人
の
座
席
を
定

め
な
い
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

会
社
定
年
後
の
新
生
活

二
十
年
前
定
年
退
職
し
て
以
来
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
そ
し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
と
趣
味

に
時
間
を
費
や
し
、
空
い
た
時
間

は
家
庭
菜
園
で
、
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ

リ
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
を

作
っ
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
に
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
は
、
県
大
会
、

北
関
東
大
会
、
そ
し
て
、
泊
ま
り

込
み
で
行
う
足
尾
チ
ー
ム
と
の
交

流
試
合
等
に
参
加
し
て
き
ま
し
た

が
一
番
の

思
い
出
は
、

日
光
市
で

行
わ
れ
た

全
国
大
会

で
審
判
員
を
経
験
で
き
た
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

今
年
の
夏
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
、
昭
和
三
十
九
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
懐
か
し
く
思

い
出
し
な
が
ら
、
毎
日
テ
レ
ビ
観

戦
で
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
応
援
し

て
い
ま
し
た
。

現
在
地
元
文
挾
町
の
長
寿
会
長

で
す
が
、
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
不
要
不
急
の
外
出
を
自

粛
す
る
こ
と
が
多
く
、
活
動
も
殆

ど
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
今
は
一
日
で
も
早
く
コ
ロ

ナ
禍
が
収
束
し
て
以
前
の
生
活
に

戻
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

明
神
支
部

竹
熊

国
夫

退
職
後
10
年
の
歳
月
を
経
て

 
定
年
退
職
し
て
か
ら
10
年
目
に

な
り
、
時
の
流
れ
の
速
さ
を
実
感

し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

最
近
、
気
候
変
動
の
せ
い
で
各

地
に
災
害
が
お
き
て
い
ま
す
が
、

定
年
の
年
の
３
月
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
時
の
体
験
が
防
災
に

対
す
る
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

昨
年
か
ら
思
い
も
よ
も
ら
な
い

コ
ロ
ナ
禍
で

の
生
活
が
１

年
半
以
上
も

続
き
、
今
な

お
収
束
し
て

い
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
行
事
等
は
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
活
動
も
自
粛
し

会
食
も
な
く
な
り
、
人
と
の
関
わ

り
が
薄
れ
、「
し
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
こ
と
ば
か
り
強
調
さ
れ
続

け
る
と
苦
し
く
な
っ
て
き
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
、「
で
き
る
こ
と

探
し
」
の
視
点
が
必
要
だ
と
感
じ
、

若
い
人
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
む
と
現
状
は
変
わ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
粘
り
強
く
一
人
で
も

で
き
る
こ
と
（
読
書
・
編
み
物
・

YouTube

・ZOOM

を
活
用
し
た
学

び
）
に
打
ち
込
も
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、「
人
生
百
年
時
代
」
と
言

わ
れ
る
長
寿
社
会
を
迎
え
、
私
達

の
生
活
環
境
も
変
わ
り
、
経
済
成

長
の
有
力
な
手
段
と
し
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
が
広
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
や
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
加
え

て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
決
済

ア
プ
リ
も
次
々
と
出
て
き
て
お
り

ま
す
。
私
達
高
齢
者
は
、
そ
う
い
っ

た
社
会
現
象
に
取
り
残
さ
れ
な
い

た
め
に
も
、
必
要
な
最
低
限
度
の

Ⅰ
Ｔ
知
識
に
関
心
を
持
っ
て
挑
戦

し
な
が
ら
健
康
寿
命
を
延
伸
で
き

た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

清
滝
支
部
   
荒
川
榮
子
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無
観
客
試
合
の
中
、
日
本
選

手
の
大
活
躍
も
盛
り
上
が
り
に

欠
け
た
オ
リ
・
パ
ラ
大
会
が
無

事
終
了
し
た
。
一
方
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
ず

入
院
制
限
ま
で
出
て
い
る
。
こ

ん
な
中
、
国
政
運
営
を
掛
け
た

衆
議
院
選
挙
が
間
近
に
迫
っ
て

き
た
。
今
後
の
日
本
の
暮
ら
し
を
決
め

る
重
要
な
選
挙
で
あ
る
◇
少
子
高
齢
化

社
会
、
財
政
難
の
中
、
今
の
政
治
で
未

来
は
開
け
る
だ
ろ
う
か
。
世
界
の
多
様

化
し
た
動
き
に
対
応
し
て
い
け
る
か
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
◇
基
本
政
策
で
議

論
が
一
段
と
進
ま
な
い
。
今
の
状
況
は

安
倍
政
権
に
始
ま
っ
た
「
３
Ｓ
政
治
が

主
流
と
な
っ
て
い
る
。
元
外
務
官
僚
の

田
中
均
さ
ん
が
「
説
明
せ
ず
」
「
説
得

せ
ず
」
「
責
任
を
取
ら
ず
」
と
述
べ
て

い
る
。
そ
の
要
因
は
、
一
強
政
権
の
中

で
不
祥
事
に
対
す
る
開
き
直
り
が
容
認

さ
れ
、
道
義
的
、
政
治
的
な
追
及
も
、

甘
い
と
し
か
思
え
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
政
権
を
担
え
る
の
は
与
党
だ
け
と

い
う
空
気
が
有
権
者
に
広
が
っ
て
い
る

事
も
事
実
だ
。
◇
忖
度
の
な
い
公
正
公

平
な
行
政
執
行
や
、
官
僚
に
よ
る
文
書

改
ざ
ん
や
廃
棄
な
ど
、
行
政
が
歪
め
ら

れ
な
い
体
制
の
為
に
も
、
政
権
交
代
が

容
易
に
な
る
よ
う
野
党
の
奮
起
を
望
み

た
い
。
◇
候
補
者
は
、
国
民
の
模
範
と

し
て
の
行
動
と
、
目
指
す
政
策
と
手
段

を
明
確
に
説
明
し
て
欲
し
い
。
冷
静
に

判
断
し
て
有
権
者
と
し
て
の
責
任
を
果

た
し
た
い
。
◇
黙
っ
た
ま
ま
で
は
、
現

状
を
容
認
で
し
か
な
い
。
を
「
肝
に
銘

じ
て
」
。

（
Ｍ
・
Ｓ
）

わ ら く い け

日
精
会
た
よ
り

８ 月 現 在

1 4 ２ 名

会 員 状 況

古

河

電

工

の

現

状

コ

ロ

ナ

禍

に

お

い

て

も

順

調

◎

役
員
会
議6

月
25
日
・
7
月
19
日

・

8
月
27
日

◎

県
退
連幹

事
会6

月
17
日

長

尾

出

席

古
河
日
光
退
職
者
の
会

日

精

会

発

行

責

任

者

田
中
一
男

編
集
責
任
者

大
門
陽
利

毎
年
恒
例
の
会
社
幹
部
と
の
交
流
会
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
昨
年
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
塚
本
総
務
課
長
に
会
社
の
現
況
な
ど
に
つ
い
て
取
材
し
た
。

定

年

後

の

昨

今

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
最
近
は
会
の
活
動
が
自

粛

し
て
い
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
定
年
後
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

本

部

の

動

向



《
囲
碁
部
》

７
月
13
日
、
自
宅
に

お
い
て
、
囲
碁
部
存

続
の
た
め
、
募
集
で

参
加
し
た

3
名
の
方

と
楽
し
く
勉
強
会
を

開
催
し
、
そ
の
結
果

2
名
が
入
部
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
部
長

星

防
人
）

   
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
り
、
中

止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

《
歩
こ
う
か
い
部
》

 

第
２
回

10
月

20
日
（
水
）

《
Ｇ
ゴ
ル
フ
部
》

大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

８
時
30
分
集
合

参
加
費
５
０
０
円

 

 
10
月

13
日
（
水
）

《
ゴ
ル
フ
部
》

日
光
市
民
ゴ
ル
フ
場

８
時
30
分
集
合

参
加
費
１
５
０
０
円

 

第
２
回

 
10
月

27
日
（
水
）

《
将
棋
部
》

日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

９
時
30
分
集
合

参
加
費
１
０
０
０
円

 

第
３
回

 
12
月

4
日
（
土
）

《
囲
碁
部
》

星
宅
予
定

９
時
集
合

  

参
加
費
１
０
０
０
円

第
２
回

11
月

9
日
（
火
）

《
カ
ラ
オ
ケ
部
》

 

 
今
市
カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン

12
時

30
分
集
合

参
加
費
７
０
０
円

  
第
２
回

11
月

12
日
（
金
）

《
女
性
部
》

日
程
な
ど
詳
細
は
未
定

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
を
強
行
開
催
し
て
政

権
の
信
頼
回
復
を
狙
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
収
束
が
ま
ま
な
ら
ず
、
国
民
の
不

安
は
広
り
菅
政
権
が
崩
壊
し
た
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
行
方
は
、
野
党

の
奮
起
に
期
待
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

日
精
会
と
し
て
は
、
母
体
の
古
河
労
組

日
光
支
部
の
選
挙
方
針
が
決
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
に
ご
支
援
頂
く
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
小
選
挙
区
（
候
補
者
名
で
）

福
田
あ
き
お

〇
比
例
区
（
政
党
名
で
）国

民
民
主
党

高
齢
者
の
生
活
・

医
療
の
安
定
化
に
向

け
て
、
棄
権
す
る
こ

と
な
く
権
利
の
行
使

を
し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
会
を
始

め
世
の
中
の
活
動
自
粛
に
よ
っ
て
記
事

が
集
ま
ら
な
い
現
状
が
続
き
、
今
回
は

特
に
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
五
人

の
編
集
部
の
得
意
分
野
を
結
集
し
編
集

で
き
ま
し
た
。
今
後
、
会
員
の
皆
様
に

楽
し
く
読
ん
で
も
ら
え
る
紙
面
づ
く
り

に
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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ご
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

7
月
13
日

君
島

末
吉
さ
ん

91
歳

(

清
滝)

各

部

行

事

予

定

◇期日：

１０月２０日(水)

紅葉が山々を染め見頃を

迎えます。

◇参加費：8,000円
（予定）

申込み締切

１０月１０日
星野晃一 26-5368

上尾宜行 53-0465

荒井重男 22-5590

福田三男 54-3553

甲 府 市 大 菩 薩 峠 1891ｍ

募
集
中

シ

リ

ー

ズ

郷

土

の

は

な

し

第
一
回

日
光
歴
史
街
道

古
く
か
ら
信
仰
の
地
で
あ
っ
た

日
光
は
、
東
照
宮
鎮
座
以
降
を
機

に
街
道
が
整
備
さ
れ
繁
栄
し
て
き

ま
し
た
。

京
都
の
朝
廷
か
ら
天
皇
の
使
い

と
し
て
の
勅
使
が
、
十
七
日
の
旅

程
を
か
け
て
日
光
社
参
し
た
例
幣

使
街
道
（
日
光
道
中
壬
生
通
り
）
、

江
戸
か
ら
日
光
ま
で
三
十
七
里
半

の
日
光
街
道
（
日
光
道
中
）
、
さ

ら
に
会
津
藩
か
ら
の
会
津
西
街
道

（
会
津
藩
か
ら
は
下
野
街
道
と
呼

ぶ
）
が
あ
り
、
こ
の
三
街
道
に
は

総
延
長
３
７
㎞
の
杉
並
木
（
特
別

天
然
記
念
物
・
ギ
ネ
ス
登
録
）
が

寄
進
さ
れ
日
光
神
領
の
そ
れ
ぞ
れ

の
境
界
と
聖
地
日
光
の
四
か
所
に

杉
並
木
寄
進
碑
が
置
か
れ
ま
し
た
。

三
街
道
に
は
幾
つ
も
の
宿
場
町

が
繁
栄
し
て
ゆ
き
、
幾
つ
も
の
逸

話
を
残
し
て
い
ま
す
。

板
橋
宿
に
は
東
照
宮
造
営
の
折
、

二
人
の
造
営
副
奉
行
が
口
論
し
結

局
二
人
と
も
切
腹
す
る
に
至
り
ま

し
た
。
福
生
寺
に
は
そ
の
墓
碑
を

残
し
て
い
ま
す
。
。

ま
た
大
沢
宿
に
は
大
沢
御
殿
が

二
代
将
軍
秀
忠
の
た
め
の
休
憩
所

と
し
て
造
営
さ
れ
ま
し
た
。
宇
都

宮
城
に
宿
泊
し
て
大
沢
宿
で
昼
食

を
と
り
、
次
の
宿
泊
地
今
市
宿
の

如
来
寺
に
向
か
い
ま
し
た
。

一
方
大
桑
宿
は
尾
張
家
・
水
戸

家
・
紀
州
家
の
徳
川
御
三
家
専
用

旅
館
で
あ
る
本
陣
が
置
か
れ
て
い

ま
し
た
。
将
軍
の
日
光
社
参
の
際
、

随
伴
す
る
御
三
家
の
藩
主
が
宿
泊

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で

し
た
。
そ
し
て
幕
末
に
は
戊
辰
戦

争
に
よ
り
幕
府
軍
に
よ
っ
て
焼
失

さ
れ
る
と
い
う
悲
運
の
宿
場
で
も

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
三
街
道
を
め
ぐ
る

逸
話
や
よ
も
や
ま
話
は
数
限
り
な

く
、
興
味
深
く
紐
解
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
地
に
住
め
ば
こ
そ

の
意
義
深
い
学
習
か
と
も
思
い
ま

す
。

篠
原
記

  
郷
土
（
日
光
）
に
関
わ
る
歴
史
・
文
化
・
自
然
等

に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご
意
見
・
投
稿
な
ど
を

期
待
い
た
し
ま
す

太田啓三さん・玄梅正明さん提供下河原停留所前 旧日光警察署御幸町停留所前

日光市山口 杉並木寄進碑

  
衆
議
院
議
員
総
選
挙

政
権
不
安
、
野
党
の
奮
起
を

期
待編

集
後
記


